
～ オールあおもりで、確かな未来へ ～

令和５年度推進事業の概要



健康ライフ

実現プロジェクト

未来へつなぐ

「地域の
ゆりかご」
プロジェクト

「住みたい
あおもり」

若者・女性
プロジェクト

多様な
しごと
創出プロジェクト

「選ばれる青森」

食と観光
成長プロジェクト

令和５年度「選ばれる青森」への挑戦推進事業

令和５年度当初予算 合計 ３５１．８億円

その他４分野事業等 ３１９．７億円
産業・雇用分野 環境分野 教育・人づくり分野安全・安心、健康分野

（地域別計画推進事業、元気な地域づくり支援事業費補助を含む）

３４事業
９．５億円

３７事業
５．８億円

３５事業
７．６億円

３６事業
７．３億円

１４事業
２．０億円



平均寿命
・健康寿命労働⼒不⾜

⻘森県の抱える⼤きな課題

2025年以降
超高齢化時代

若者・⼥性
の流出

５つのプロジェクトの展開とこれまでの成果

○ 「選ばれる青森」食と観光成長プロジェクト

○ 多様なしごと創出プロジェクト

○ 「住みたいあおもり」若者・女性プロジェクト

○ 未来へつなぐ「地域のゆりかご」プロジェクト

○ 健康ライフ実現プロジェクト

農業産出額

７年連続！

３０００億円超え

県内創業拠点を

利用した創業者数

６年連続！

１００人超え

相談窓口等を
利用した本県への

移住決定者数
３年連続！

１００人超え

りんごの輸出額

９年連続！

１００億円超え

コロナ禍の⻑期化等による複雑・困難化と社会経済や価値観の変化



変化に対応するための３つの視点

疲弊した
地域経済の回復、
外貨獲得による
経済の活性化

暮らしにおける
安全・安心の確保と
心身の健康づくり

あらゆる分野での
デジタルによる変革

暮らしを守る経済を回す ＤＸ

令和５年度 施策展開のポイント①

本県をけん引してきた攻めの農林水産業、立体観光、創業・起業等の
取組を一層強化し、「選ばれる⻘森」実現への総仕上げに向け邁進



令和５年度 施策展開のポイント②

生涯健康

労働力
確保

水産業
活性化

危機管理地域脱炭素
総合対策

農産物等
輸出拡大

地域共生

ＤＸ
推進体制

幼児教育

縄文遺跡群
保存・活用

10テーマ 26事業 1,179,892千円

将来への１０テーマ
▸ 「選ばれる⻘森」実現への総仕上げに加え、社会経済情勢の更なる変化、

価値観の多様化、気候変動等による将来の影響を予測し、新たな社会構造の
構築等に向け、将来への基盤強化１０テーマに腰を据えて取り組みます。

将来
１０



変化に対応するための３つの視点

暮らしを守る経済を回す ＤＸ



▸ 白神、縄文の２つの世界遺産など、本県の宝を生かした誘客に
より、人流再開後の本格的な観光需要を取り込みます。

写真：白神の森遊山道

写真：白神の森遊山道

○ 世界遺産活用ツーリズムの推進

○ アートと花の魅力を活用した誘客促進

写真：弘前公園西濠の夜桜

経済を回す



○ インバウンド需要復活に向けた集中的な宿泊促進
○ ソウル線、台北線、国際チャーター便の再開・誘致対策
○ 空港から主要観光地への二次交通体制の構築

▸ 国際定期便再開に向けた強力なプロモーションなどによりインバ
ウンド需要を積極的に取り込みます。

写真：香港からのツアー客
写真：青森ソウル線（上）

青森台北線（下）

経済を回す



▸ 国際的な日本食材への需要の高まりを捉え、青森ブランドを
海外に強力に売り込みます。

○ 台湾・香港への青森りんご海外プロモーションの強化

写真：カンボジアにおけるテストマーケティング

○ 販路を持つ企業と連携した東南アジア・EUへの輸出拡大

経済を回す



〇 自給飼料の増産・耕畜連携
の強化、堆肥の高品質化

▸ 商品力・販売力の強化と物価高に負けない強靭な農業生産体制
づくりにより、基幹産業である農林水産業を支えます。

写真：飼料用青刈トウモロコシ畑

○ 「あおもり米」全体の
ブランド力強化

経済を回す

写真：はれわたりの県内先行販売



「あおもりの浜」の基盤強化

写真：
メバル稚魚の放流 写真：漁業体験観光

▸ 漁獲の減少を乗り越えた先の発展に向け、
本県水産業の基盤を強化します。

▸ 将来の国内需要減、海外需要増に対応し、
農産物等の輸出拡大に向けた基盤づくりに取り組みます。

写真：香港ＭＯＵ締結

農産物等の輸出拡大基盤づくり
将来
１０

将来
１０

経済を回す
将来への10テーマ



産業分野横断的な労働力確保体制強化
▸ しごとと求職者の一層のマッチングを進め、女性や高齢者などの多様な
力が生かされ、出身者を始め県外人材も活躍する青森県をつくります。

写真：ウーマンワーキングカフェ

将来
１０

経済を回す
将来への10テーマ



「青森の縄文遺跡群」の保存・活用体制の強化
▸ 遺跡群が広く国内外で理解されるよう、更なる認知度向上や関係市町

における観光客等の受入態勢整備に向けた支援等に取り組みます。

大平山元遺跡 小牧野遺跡

二ツ森貝塚亀ヶ岡石器時代遺跡 大森勝山遺跡 是川石器時代遺跡

三内丸山遺跡

将来
１０

田小屋野貝塚

経済を回す
将来への10テーマ



暮らしを守る経済を回す ＤＸ

変化に対応するための３つの視点



暮らしを守る
将来への10テーマ「青森県型地域共生社会」の基盤づくり

▸ 超高齢化時代における更なる人口減少を見据え、行政と住民が

共に地域課題に取り組む体制の強化、担い手の充実と連携、

デジタル活用やデータに基づく対策を推進します。

〇市町村の主体的な取組に対
する県の伴走型支援

〇市町村を支える中間支援
組織の調査・掘り起こし

〇暮らしと健康を見守る
「見守りさん」の認定

〇多職種連携の深化
〇医療・福祉職を希望する

子育て世帯の移住支援

〇デジタル機器で高齢者の
状況を把握できる仕組み
の構築

〇自殺者等の個別データの
分析による真に必要な
アプローチの把握・実践

推進体制強化 担い手の充実 デジタルやデータの活用

将来
１０



地域共生社会を支える人財及び体制づくり

全国から医療・福祉職を希望する子育て世帯の移住を推進！

目的 超高齢社会における医療・福祉職の需要増加と加速する少子化への対応

病院や福祉施設等を見学できる

移住体験ツアー等も併せて実施

「医療・福祉職の⼦育て世帯移住⽀援⾦」の新設

支援対象
・条件

支給目標

有資格者：１８歳未満の子と共に県内に移住し、医療・福祉職に就職すること

無資格者：１８歳未満の子と共に県内に移住し、医療・福祉職に就職するため、

資格取得を目的に県内の養成機関に入学すること

例）子どもが2人のひとり親世帯の場合
本体100万円+子育て加算100万円×子2人+ひとり親加算100万円
→400万円

年度あたり２０世帯程度（令和１０年度までで１２０世帯程度）

東京圏
からの移住

東京圏以外
からの移住

あおもり移住支援金
（100万円+子１人当たり100万円）
【国1/2+県1/4+市町村1/4】

100万円＋子１人当たり100万円
【県3/4＋市町村1/4】

ひとり親世帯に
100万円を加算
【県10/10】

+

→

→

支給額



生涯健康の基盤づくり
▸ 県民の「生涯健康」を実現するため、学校と家庭の両面から、

食事と運動に総合的にアプローチします。

写真：運動プログラム実践

幼児教育の更なる質の向上
▸ 人格形成の基礎を培う幼児教育について、施設の種類や

公私の垣根を超えた体制構築や幼保小連携に取り組みます。

写真：年長すくすくキャンプ

将来
１０

将来
１０

暮らしを守る
将来への10テーマ



人口減少に対応した危機管理体制の強靭化

▸ 人口減少に伴い自助の低下と共助・公助の限界が見込まれる将来においても、

頻発･激甚化する災害から県民の命と財産を守る体制を構築します。

写真：令和３年８月大雨による被害確認活動

将来
１０

暮らしを守る
将来への10テーマ



地域脱炭素総合対策

▸ ２０５０年カーボンニュートラルの達成に向け、 二酸化

炭素排出量の多い主要部門及び吸収源ごとに総合的な

対策を講じます。

〇中小企業の省エネ診断や
ＥＳＧ金融の活用促進
※ＥＳＧ金融…環境や社会に配慮した

経営を行う企業を対象とした金融商品

〇ＧＸ経営戦略策定企業の設備
導入支援

〇事業所等における、
積雪寒冷地に適した再エネ熱
・省エネの導入支援

〇住宅の高断熱化や省エネ家電
への買替えの促進

〇宅配等再配達を防ぐ意識と
スマートムーブの意識醸成

〇林業事業体が行う森林集約化
や低コスト再造林の取組への
支援

産業・業務その他部門対策 家庭・運輸部門対策 吸収源対策

将来
１０ 暮らしを守る

将来への10テーマ



▸ 県外からの誘客にも不可欠な鉄道在来線や
地域公共交通の活性化、維持・確保に取り組みます。

○ 鉄道在来線の需要開拓

○ 地域公共交通ネットワーク確保 写真：五能線

暮らしを守る



暮らしを守る経済を回す ＤＸ

変化に対応するための３つの視点



ＤＸ
将来への10テーマ

DX総合推進体制の構築

▸ 「産業」 、 「暮らし・まち」 、 「行政」のあらゆる場面でデジタル

が有効活用され、県民誰もが便利で快適に暮らすことのできる

青森県づくりに取り組みます。

産業

行政

暮らし
・まち

誰
も
が
便
利
で
快
適
に

暮
ら
せ
る
⻘
森
県

将来
１０



１ 産業DX

＜建設業＞
・建設業の生産性向上と被災時の

迅速な対応等につながるインフ
ラ３Ｄデータのクラウド利用体
制の構築を進めます。

＜観光業＞
・マスマーケティングから「One 

to One マーケティング」への
転換に向けて、個人の観光デー
タの利活用に取り組みます。

・簡易なＩＴツール導入から本格
的ＤＸまで、あらゆる産業の
ニーズに応じてワンストップで
相談できる窓口をつくります。

・ポータルサイトで、先進事例な
どの情報を集約して発信します。

・県内事業者とＩＴサービス企業
とのマッチングを進めます。

・企業内でシステム開発を進める
人財やセキュリティに強い人財
を育成します。

・県内ＩＴ企業と、学生や首都圏
人財等との交流を進め、デジタ
ル人財の確保に取り組みます。

総合的な
支援体制の構築

▸ 企業・事業者のデジタル導入と経営革新を総合的に支えます

企業デジタル人財の
育成・確保

データ活用基盤
の構築

DX総合推進体制の構築（取組内容）
将来
１０



３ 行政DX

２ 暮らしのDX

・上記３テーマを中心に庁内の業務改革に向けた新手法の検討とトライアルを進めます。
・行政分野のデジタル人財の育成のため、研修や専門家派遣を行います。

暮らし・まち分野のDX
実装支援

▸ 暮らしに身近なデジタル実装と、誰もが気軽にデジタルを
使える社会づくりを進めます

▸ 行政自ら率先してデジタル導入と業務改革に取り組みます

・県内のＤＸニーズの調査を踏ま
え、市町村等のデジタル実装モ
デルをつくります。

行政手続ＤＸ 内部業務ＤＸ 税務ＤＸ

DX総合推進体制の構築（取組内容）
将来
１０

高齢者などのデジタル
デバイド解消

・デジタルの体験機会を創出しま
す。

・高齢者や障害者を支えるＩＣＴ
サポーターを育成します。

公衆衛生ＤＸの推進
・保健所業務のデジタル化・効率化

を進めます。
・科学的根拠に基づく保健・医療

政策立案体制構築の調査研究を
進めます。



ロボット（無人）トラクター

デジタルアートも活用した芸術参加の促進

▸ 農林水産分野を始め、様々な分野でデジタル手法を活用した
取組を進めます。

特別支援学校でのＩＣＴ授業 女性のデジタルスキル取得支援

ブランド米生産支援システム「青天ナビ」

文化
振興

学校
教育

女性
活躍

森林クラウド上のＧＩＳ機能 林業用リモート式下刈り機械

農林
業

ＤＸ



「選ばれる青森」
食と観光成長
プロジェクト

令和５年度の取組のポイント

 ジュノハートのブランド化促進

 冷凍野菜の産地づくり

 「Ａ！Premium」などロジスティクスの最適化

立体観光の推進

観光消費の拡大

食の商品力・販売力を極める

むつ湾フェリー

 航路を活用した津軽海峡交流圏・北東北周遊定着

 三沢・羽田線４便化維持、青森・神戸線２便化対策

 クルーズ船の寄港拡大

 観光産業の人財基盤の強化

 エリア別国内誘客対策

（■新規 ■継続）



多様なしごと創出
プロジェクト

令和５年度の取組のポイント

多様な労働力確保

魅力ある雇用の創出

 継ぎたい・継がせたい事業承継支援

 誘致企業人財確保ＰＲ

 神戸とのビジネス交流の推進

 地域エネルギーや水素エネルギーの普及推進

生産性向上・働き方改革

 就職氷河期世代等の就労支援

 農業や漁業における担い手確保

 スマート林業現場実装推進事業

 スマート農業の技術実装加速化

 ＩＣＴ施工の実践推進
写真：神戸×青森事業共創ワークショップ

（■新規 ■継続）



「住みたいあおもり」
若者・女性
プロジェクト

令和５年度の取組のポイント

高校生・大学生の県内定着

女性の県内定着促進

 希望に沿う県内大学への進学促進
 県立高校全校での「あおもり創造学」の実施

移住・Ｕターン促進

 仕事と家庭のジェンダーギャップの解消
 建設女子のスキルアップ支援

魅力ある生活環境づくり

結婚・妊娠・出産・子育て支援

 県外転出以降も本県とつながる仕組みづくり

 青森県立美術館版バレエ「アレコ」の制作
 不登校児童生徒への学習機会提供体制づくり

 あおもり結婚ムーブメントの創出
 子育て情報を集約した総合サイトの構築

（■新規 ■継続）
ＡＩマッチングシステム「ＡＩであう」



未来へつなぐ
「地域のゆりかご」
プロジェクト

令和５年度の取組のポイント

持続可能な地域づくり

保健・医療・福祉体制の充実

 白神山地世界遺産30周年記念事業

 アップサイクルビジネスの創出

交通ネットワーク・買い物支援

 若者のサード・プレイスづくり

 ヤングケアラーの支援体制構築

多様な主体・人財の参画・協働

 奥津軽いまべつ駅を拠点とした周遊観光の促進

 青い森鉄道の需要開拓・拡大

 新ビジネスを創る次世代トップリーダーの育成
写真：ブナの巨木 （■新規 ■継続）



健康ライフ実現
プロジェクト

令和５年度の取組のポイント

県民の健やか力向上

「食」と「運動」で健康

 がん検診の受診環境向上

 高齢者のフレイル予防の推進

こころの健康

 スポーツ習慣の定着による健康力アップ

 食生活や運動習慣の改善

 支援につなげる女性総合案内の利用促進

（■新規 ■継続）



⻄北地域県⺠局
 リモート技術を活用した
肉用牛生産の推進
ほか 39,289千円

東⻘地域県⺠局
 大学やＮＰＯが関わる地
域づくりの促進
ほか 24,750千円

下北地域県⺠局
 地域ぐるみで関係人口を
受け入れる体制づくり
ほか 14,594千円

中南地域県⺠局
 りんご高密植わい化栽培
の導入促進
ほか 27,673千円

上北地域県⺠局
 持続可能な水田農業の推
進

ほか 24,911千円

三⼋地域県⺠局
 職域の連携による働く人
の健康づくり推進

ほか31,366千円元気な地域づくり⽀援事業費補助 ３.０億円
各市町村の総合戦略に基づく取組を⽀援

写真：りんご高密植わい化栽培（中南）

写真：若者地域活動の受入れ（下北）

写真：自動水位調整ゲート（上北）

写真：黒毛和牛（西北）



～オールあおもりで、確かな未来へ～


